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●春日部高校へ富田さんの出張講座！ 

 本日 6日（金）午後 4時～7時過ぎまで約 3時間、

「音楽の都ウィーンからの贈り物」事業の一環とし

て県立春日部高校にて富田千種さん（バリトン歌手）

によるグリークラブへの声楽指導が行われました。 

 春日部高校への出張講座は、昨年が 7 月と 10 月

の 2回、そして今回で 3回目でしたが、音楽音痴の

私でも回を追うごとに生徒たちがレベルアップして

いることが分かり、嬉しい限りです。 

  ＊  ＊ 

◆歌の基本は腹式吸法と口の開け方 

 富田さんの指

導は発生方法か

ら始まります。

グリークラブの

皆さんが普段や

っている発声方

法を見せてもら

うことからです。

昨年度の 2 回の

指導は約 2 時間

に及ぶ発生練習

でした。その甲

斐があってか、

2・3年生はしっ

かりと腹式呼吸

ができていまし

た。そこで 1 年

生に伝授、入部 2

週間の 1 年生に

は横隔膜を使っ

た腹式呼吸は

少々難しかった

ようです。次に

「スタッカート」

で「ア」を発声、

続いて「レガー

ト」で母音の発

声を行います。 

 富田さんから

「如何にすれば

自分が楽に声を

出すことができ

るかを考えてく

ださい。音量を

出す練習ではな

く、楽な発声方

法を学ぶことが

大切なのです。」 

 

 声を出すためには、横隔膜を使った腹式呼吸で息

を出し、「ア･エ･イ」では顎を上下に開けること、「ウ･

オ」では口を横に明るく暗くと開くことで声が楽に

出せるそうです。富田さんは、手を上から下へ動か

しながら声を出す発声法を使って、顎の開け方と息

の出し方を指導されます。富田さん自身がウィーン

で学んだ発声方法だそうです。 

  ＊  ＊ 

◆自分たちにあったベルカントを 

 そして、昨年も富田さんが仰っていたのですが、

「全国大会に出場するレベルの高校には、その学校

独自の声を楽に出すことのできるフォーム、それと

音楽を聴き詩を読んで自分たちの気持ちを表現する

力、そういうベルカントがあるのです。ぜひ、『春日

部高校のベルカント』を作ってください。全国大会

に出る学校も春日部高校も生徒個々の力は大きく変

わらないのです。違うのはそれぞれの学校に備わっ

たフォームでありシステムなのです。早く『春日部

高校のベルカント』を構築してください。」と‥。 

 約 1 時間の発声練習を終えて『春日部高校校歌』

です。昨年の 7 月に聴いた校歌と比べると格段の進

歩が伺えました。素晴らしいですね。 

 続いて明後日 8

日に和光市民文化

センターで開催さ

れる「第 3 回埼玉

県高等学校男声合

唱団合同演奏会」

で披露する曲を歌

ってもらいました。

予定では 30 分程

度の予定だったの

ですが、終わって

みると延々と約 1

時間半になってい

ました。 

 富田さんからは

「皆さんが、この歌詞を読んでどのように感じたの

かを話し合ってください。韻を踏んでいる言葉の味

わいを噛みしめてください。自分たちがこの曲、こ

の言葉で聴衆に何を伝えようとしているか、そこを

考えてください」と‥。毎回ステップアップしてく

れる彼らと、次回お目にかかるのが楽しみですね。 

 帰りがけに私から「疲れませんか」と伺うと、富

田さんは、「彼らへの指導はぜんぜん疲れませんね。

何故なら彼らには癖が無く、彼ら自身が一生懸命に

私の話を聴き、理解しようと努力し、さまざまなこ

とを身に着けようという意欲が感じられるからです。

ぜひ、秋にも指導に来ましょうよ」とのことでした。

今年度の出張講座は 5回なのですが‥。 

春高らしいベルカント・フォームを！ 

〔写真①：発声練習のスタート〕 

〔写真②：腹式呼吸の確認〕 

〔写真③：手を使って息の流れを

確認する〕 

〔写真④：2・3年生で課題曲を歌

い、1年生は見学〕 


